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表紙説明
第42回全国都市緑化ぎふフェア
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6月13日㈮、14日㈯、会員30名で「第42回全国都
市緑化ぎふフェアの視察研修」へ行きました。岐阜県で
初の開催となった今回のフェアは、令和7年4月23日か
ら6月15日まで、県内の県営都市公園7か所で開催され
ました。埼玉県造園業協会と日本造園建設業協会埼玉県
支部では、メイン会場である「ぎふワールド・ローズガー
デン」を訪れ、当公園の指定管理者より、既存の公園を
利用したフェア開催の裏側と、運営における貴重な知見
をお伺いし、大変有意義な学びの機会となりました。

研修2日目は、世界遺産である白川郷合掌造り集落を
訪問しました。あいにくの雨に見舞われましたが、日本
の伝統的な景観の美しさを感じることができました。本
視察が、皆様の今後の活動における新たなアイデアや、
活発な交流のきっかけとなることを願っています。詳細
は本誌4ページからの特集でじっくりとご覧ください。

（�表紙撮影：事務局長　永井綾香�
表紙裏撮影：広報委員長　成田大悟　㈱大門造園）

白川郷「明善寺 鐘楼門」にて

埼造協
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森林公園緑道
Instagram

埼造協
X

事務局より、公式ホームページと
SNSで情報発信中です。
ぜひフォローをお願いいたします。

ホームページとSNSのご紹介
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定時総会開催報告
令和7年5月23日㈮、「ホテルブリランテ武蔵野」にて、令和7年度

定時総会が開催された。
開会前には、会場前ロビーで11社の賛助会員がブースを設け、商品

やサービスをPRした。
総会は宇田川 謙総務委員が司会を務め、西山敏治副会長の開会宣言

で始まり、会員72名の出席に加え、55名が委任状を提出した。
冒頭、阪上清之介会長より協会の今後の方向性として、緑化維持へ

の強い決意のもと「会員各社の持続的な発展に向けた要望・提案活動
に加え、次世代の担い手育成にも力を入れる」とし、また、担い手不
足が深刻化する一方、近年では不適切な作業手順による伐採事故が多
発している現状への懸念から、「安全の確保が何よりも重要である」と
強く呼びかけた。さらに、協会の一層の振興に向けて、会員拡大、自
由民主党造園業振興懇話会との連携強化、そして支部の再編成検討が
挙げられた。

会長挨拶に続き、協会の発展に貢献された方々への表彰式が執り行
われた。業績表彰4名、勤続表彰8名が、それぞれ表彰状と記念品を
授与された。受賞者を代表し、㈱東農園 代表取締役の中村国雄氏が謝
辞を述べた。

議案審議では、議長に長島晃司北部支部長が選出され、
議事進行を務めた。まず、第1号議案「令和6年度決算
の承認」、第2号議案「役員旅費規程の制定」について
審議し、全会一致で承認された。続いて、令和6年度事
業報告並びに令和7年度事業計画及び収支予算につい 
て報告した。

議長降壇後、新たに協会に入会した㈱富士見グリーン
ガーデン、㈱増田造園、㈱山下植物園
及び㈲光樹園の4社が紹介された。

引き続き、協会の未来を担う青年
部会の部会長交代が報告され、北田
雅也前部会長と新たに就任した田上 
貴部会長が挨拶した。

その後、三枝和男副会長の挨拶で
総会は閉会した。

総会風景

令和7年度 埼造協定時総会を開催
～緑化維持への強い決意～

阪上清之介会長

西山敏治副会長

三枝和男副会長

新入会員の皆様 新旧青年部会長

― 1 ―

協会だより_No163_02_P01-03.indd   1協会だより_No163_02_P01-03.indd   1 2025/07/29   13:14:112025/07/29   13:14:11



総会終了後、同会場にて武蔵一宮氷川神社権宮司の 東
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氏を講師に迎え、「大宮公園と氷川神社について」と題して講演が
行われ、地域の歴史と大宮公園の存在意義について深く学ぶ貴重な
機会となった。

講演後の懇談会では、深野 弘副会長の開会の辞に続いて、埼玉
県造園業協会と青年部会から「彩の国みどりの基金」への寄附を行っ
た。阪上会長が代表して寄附目録を贈呈し、埼玉県環境部 竹内康
樹副部長から阪上会長へ感謝状、田上青年部会長にコバトンマス
コットが授与された。あわせて後日、大野元裕知事より「桜守証書」
も授与された。

来賓・賛助会員の紹介後、自由民主党造園業振興懇話会相談役の
小谷野五雄県議会議員による乾杯のご発声で開宴した。同懇話会 
鈴木正人副会長、同じく田村琢実副会長、神尾髙善幹事長、立石泰広事務局長をはじめ、多数の
ご来賓及び賛助会員を囲んで和やかに意見交換・交流が行われた。

また、来賓を代表し、埼玉県知事 大野元裕氏から祝辞として、日ごろの緑化事業への支援及
び協力にお礼が述べられた。最後に、埼玉県住宅供給公社 庄司健吾理事長による手締め、田上
青年部会長の閉会の辞をもって、懇談会は閉会した。

東⻆井真臣氏

大野元裕知事

小谷野五雄県議による乾杯 庄司健吾理事長手締め 深野 弘副会長 「彩の国みどりの基金」への寄附 桜守証書

令和7年度
受賞者名簿

〈敬称略〉

●業績表彰 伊藤　将人 ㈱八廣園 中村　国雄 ㈱東農園
渋谷真一朗 ㈱渋谷造園土木 三澤　　隆 ㈱森緑園

●勤続表彰 安西　博司 ㈱好樹園 鯨井美智也 大野園芸興業㈱
飯村　宏幸 ㈲磯部緑化総業 工藤　雄介 ㈱柳沢ガーデン
西山　美和 西山都市開発㈱ 川﨑　誠宏 ㈱大門造園
藤野　洋二 トップグリーン㈱ 梶田　綱一 ㈱矢口造園

業績表彰の皆様 勤続表彰の皆様
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令和 6年 12 月 13 日付け入会
株式会社山下植物園　代表取締役　山下 貴幸氏
　白岡市太田新井 321-1　TEL　0480-92-1191

令和 7年 4月 1日付け入会
有限会社光樹園　代表取締役　田中 光彦氏
　草加市小山 2-6-3　TEL　048-942-0005

新入会員のご紹介新入会員のご紹介 今後のご活躍に期待します

当社は先々代が山下造園を
設立し、本格的事業を開始。そ
の後、法人化し平成24年に称号
を株式会社山下植物園と変更。
造園工事を主業務に、民間工事
等を中心に行ってきました。今
後、公共事業も積極的に参加で
きればと考えております。

協会を通じて皆様と交流を深め、勉強させて頂きた
いと思いますので、宜しくお願いします。

草加と川口の市境、植木の街
「安行」に隣接した地で、7代祖
父が昭和40年創業しました。昭
和62年に8代父が有限会社光樹
園を設立以降、官公庁、民間施
設、マンション等からお仕事を
頂いております。この度、地元
の先輩から埼造協さんへの加

入を勧められ、入会の運びとなりました。どうぞよろ
しくお願いします。

新入賛助会員のご紹介新入賛助会員のご紹介
令和 7 年 4 月 1 日付け入会
オーセブン株式会社
　代表取締役：七海 崇氏
　住　所：さいたま市中央区本町西 6-4-14
　ＴＥＬ：048-840-1577

令和 7 年 4 月 1 日付け入会
明治安田生命保険相互会社
　代表者：瀧野瀬 雅夫氏
　住　所：�さいたま市中央区新都心 7-2 

大宮サウスゲート 8F
　ＴＥＬ：048-851-0321（問い合わせ先：吹春・安田）造園・エクステリア専用CAD「O7CAD」とホーム

ページ制作アプリ「HOPWEB!」の開発・販売をして
います。作図から見積り・提案まで、1つのソフトで完
結 で き る「O7CAD」 は 初 心 者 に も 好 評 で す。

「HOPWEB!」は、専門知識不要でホームページの自社
運営が可能、ランニングコストも抑えられます。

CADをご検討の方、ホームページのリニューアルをお
考えの方、オーセブンまでお気軽にお問い合わせください。

明治安田は地域のみなさまの健康増進と豊かな地域
づくりへの貢献をめざして、埼玉県および埼玉県内51
の市町と連携協定を締結し、「みんなの健活プロジェク
ト」「地元の元気プロジェクト」に取り組んでいます。

会員のみなさま、地域のみなさまのお役の立てるよう
にと考えております。お気軽にお問い合わせください。

2025年埼玉県みどりの団体合同賀詞交歓会の開催

鏡割り「ヨイショ!」 緑の募金へ寄附さいたま緑のトラスト基金への寄附

令和7年1月14日㈫、「ホテルブリランテ武蔵野」で開催された。大野元裕 埼玉県知事、齊藤邦明 埼玉県議会議
長、小島信昭 自由民主党造園業振興懇話会会長、和田新也 日本造園建設業協会会長、そして阪上清之介 埼玉県造
園業協会会長による鏡開きで、会場は華やかな雰囲気に包まれた。

また、「さいたま緑のトラスト基金」と「緑の募金」に寄附を行い、感謝状が授与された。多数の来賓とみどり
の13団体の会員約140名が新年を祝い、懇親を深めた。
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全国各地の古い街道には、立派な松並木や杉並木などが残されてい
て、今なお、私たちの目を楽しませてくれています。埼玉県内にも、
こうしたいくつかの古い並木道がありますが、今回御紹介する羽生市
新郷の「勘兵衛松」と呼ばれている松並木もその一つです。
①は、昭和初期のものと思われる松並木の写真絵葉書です。見事な

松が並び、右上には「新郷勘兵衛松」の文字があります。

写真①

先日、この見事な松並木が、現在はどのようになっているのかが気
になり、まだ7月の上旬だというのに、35℃を超えて猛暑日となった
土曜日の午後に、羽生市新郷の現地を訪ねてみました。
すると驚いたことに、もう100年近く経っているにもかかわらず、
嬉しいことに写真絵葉書とほぼ同様の見事な松並木が、私の目に飛び
込んできました（②）。

写真②
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滑川さくらまつり滑川さくらまつり
令和7年3月30日㈰、「第3

回滑川さくらまつり」に初出
展し、スカイマスター乗車体
験を実施しました。滑川町の
イメージキャラクター「ター
ナちゃん」や大塚信一町長も
乗車し、子どもたちにも大人気。多くの来場者で
賑わい、森林公園緑道や造園業の魅力を地域の皆
さんに広くPRすることができました。

花壇の花植え花壇の花植え
6月20日㈮、森

林公園観光㈱が
「社会福祉法人青
い 鳥 福 祉 会　 あ
かつき園」の皆
さんと一緒に、エントランス付近の花壇に季節の
花々を植えました。

毎年恒例となっているこの活動により、緑豊か
な緑道に彩りが添えられました。

�×�G�v�H�Ë�~�H�~�¬��

「梅剪定見学会」を開催「梅剪定見学会」を開催
2月8日㈯、大宮第二公園内の梅林にて「梅剪

定見学会」を開催しました。計3回の見学会では、
㈱春秋園の望月 成憲氏による剪定技術の解説や、
品種・梅林についての説明が行われました。

参加者から
は「とても勉
強になった」
と好評で、剪
定枝のプレゼ
ントも大変喜
ばれました。

「梅まつり」を開催「梅まつり」を開催
2月15日㈯と22日㈯、大宮第二公園で「梅まつり」

を開催しました。園地管理を担当する3社（八雲
造園、春秋園、光風園）が主体となり、梅林ガイ
ドツアーや花苗販売、パークマルシェ、樹木相談
コーナーなどを実施。約40品種500本の梅が見頃
を迎え、多くの
来園者が春の訪
れと緑の魅力を
楽しむ機会とな
りました。

花苗販売

「さくらまつり」を開催「さくらまつり」を開催
3月29日㈯、大宮第二公園で「さくらまつり」を

開催しました。「春の野草といきもの観察会」、RB
大宮アルディージャのマスコット「アルディ」との
撮影会、「ボタニカルワークショップ」などを実施。雨
天のため屋内での実施となりましたが、桜の景色と
ともにイベントを楽しむ来園者の姿が見られました。

なお、大宮第二公園の桜並木は「見沼田んぼ桜
回廊」の一部となっています。

「しょうぶまつり」を開催「しょうぶまつり」を開催
6月7日㈯、大宮第二・第三公園で「しょうぶまつ

り」を開催しました。八雲造園、春秋園、光風園が
中心となり、田んぼ学校第一弾「田植え体験」や、
福島ひまわり里親プロジェクト「種まき」、「花菖蒲
とアジサイガイドツアー」、「初夏の梅収穫祭」、「ア
ジサイの摘み取りとブーケづくり」、「公園で花植え
しよう」の花とふれあえる催しを実施。菖蒲田では
約3,450株の花
菖蒲が見頃を
迎え、来園者は
初夏の公園で
緑の魅力を体
感しました。

春の野草といきもの観察会 アジサイの摘み取りとブーケづくり

�• �������•
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「空フェス」「空フェス」
令和7年4月6日㈰、「空フェス」が開催され、

春の心地よい陽気の中、多くの来園者で賑わいま
した。当協会は田中造園、榎本造園、土方造園が
中心となって、園内の竹を活用した「竹ぽっくり
づくり」を開催しました。軽快な音を響かせなが
ら歩く子どもたちの楽しそうな姿が印象的でした。
その他、「作って飛ばそう手作り竹とんぼ」、「花
苗・雑貨・菓子販売」を実施しました。

「サクラの植樹」「サクラの植樹」
6月25日㈬、埼玉

トヨペット㈱から寄
贈されたサクラの苗
木10本の植樹を実
施しました。

本事業は、埼玉ト
ヨペットが緑豊かな
まちづくりを目指す
社会貢献活動として、埼玉県に寄贈された一部が
提供され、当公園の園地管理を担う田中造園が中
心となり、榎本造園、土方造園が植樹を行いました。

当日は激しい雨が降る中での作業でしたが、公
園管理事務所長及び所沢航空発祥記念館副館長も
参加し、無事に作業を終えました。

現在、園内では桜の老木化が進み、伐採を余儀
なくされているため、この新しい桜が大きく育ち、
花を咲かせてくれる日が楽しみです。竹ぽっくりづくり 作って飛ばそう手作り竹とんぼ

�×�[�Ä�µ�»�´�ž�Ü���Ó�Ó���¬��

「クリスマスローズつみとり体験」を開催「クリスマスローズつみとり体験」を開催
3月15日㈯に、「ク

リスマスローズつみと
り体験」を開催。子ど
もから大人まで50名
が参加し、参加費500
円で、ビニール袋1袋
いっぱいにクリスマス
ローズを摘み取りまし
た。希望者は摘み取っ
た花でブーケ作りも行
いました。袋からこぼ
れそうなほどのクリスマスローズを抱え、参加者
の満足そうな笑顔があふれていました。

「アジサイのつみとり体験」を開催「アジサイのつみとり体験」を開催
6月7日 ㈯、 今 年

で3回目となる「アジ
サイのつみとり体験」
が開催され、親子連
れを中心に老若男女
70名が参加しました。

当日は、東農園のスタッフが剪定方法を丁寧に
指導。参加者は熱心に耳を傾け、一つひとつの工
程を確認しながら作業を進めていました。

さらに、参加後のアンケートに回答者には、園
内で育てられたラベンダーをプレゼント。アジサ
イの鮮やかな色彩とラベンダーの優しい香りで、
埼スタの公園としての魅力を存分にアピールする
機会となりました。

有限
会社平野屋竹材店

〒 ‐
さいたま市中央区鈴谷‐ ‐

一般竹材・小丸太・長丸太
ヨシズ・フェンス

�• �������•
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会 員 活 動会 員 活 動 （令和７年１月～６月）

令和6年度公園施設の合同防災訓練に参加

◦南部支部は、令和7年
3月14日㈮、県営しら
こばと公園で実施され
た防災訓練に、ライフ
グリーン、宝亀園の2
社が参加した。

◦西部支部は、1月28日㈫、県営
川越公園の防災訓練が行われ、
参加者は成田支部長（大門造園）
をはじめ、小川造園建設、渋谷造
園土木、田島造園、並木造園、松
本造園、山岸造園の7社であった。

チェーンソー作業従事者特別教育講習会（補講イ）の開催

2月25日㈫、安全衛生委員会（有山 寿委員長）主催で、林業・木材製造業労
働災害防止協会の協力により、建産連研修センター103会議室にて、「チェーン
ソー作業従事者特別教育講習会（補講イ）」が行われ、受講者17名が受講した。
本補講は、平成31年2月の労働安全衛生規則改正により、改正前に特別教育を
受けた者が伐木等作業に従事するために必須となっている。

青年部会主催　「造園CPD制度の概要と単位取得」研修会の開催

2月7日㈮、建産連研修センターにおいて青年部会（北田雅也前部会長）
主催の研修会「造園CPD制度の概要と単位取得」が開催され、25名が
参加した。

田上 貴副部会長より造園CPD制度の仕組みと単位取得の方法につい
て説明があり、続いて野崎興業㈱の野崎 巧幹氏による土のリサイクル技
術の紹介、オーセブン㈱の柿沼英子氏からはエクステリア造園CADの
最新活用事例について講義が行われた。

各講義後には参加者同士の活発な意見交換が行われた。

高木のロープワーク剪定 デモンストレーション研修の開催

2月28日㈮、技術委員会（長島晃司委員長）主催で、埼玉県森林公園緑道において高木のロープワーク剪定デモ
ンストレーション研修を開催した。

街路樹剪定士認定研修会で指導員を務める田中優次
氏（田中造園）、渡邉 章氏（八廣園）が講師となり、
剪定時の作業手順をはじめとする安全管理について講
義を行った。次に講師と街路樹剪定士3名が実際に
ロープを使用しながら樹高約10mのケヤキに登り、安
定した姿勢を確保するワークポジショニング作業や適
切な枝の切り方を解説した。

また、会場には高所作業車を用意し、フルハーネス
型墜落制止用器具を着用した参加者は同じ目線で臨場
感ある剪定作業の様子を見学した。当日は会員60名
のほか、埼玉県や市町村職員含め合計90名が参加し、
研修の締めくくりには質疑応答など活発な意見が交わ
され、実りある研修となった。

当日の様子は、
埼造協公式
YouTubeで閲覧可能。

― 10 ―
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西部支部　新河岸川放水路・ 
びん沼川環境浄化運動参加について

西部支部は6月21日㈯に、埼玉県川越県土整備事務
所が実施する「新河岸川放水路・びん沼川環境浄化運動」

（県発表 総勢500有余人参加）に埼造協西部支部として、
16社30名が参加し、地域貢献活動に協力した。

会員へのお知らせ
労働災害防止安全大会の開催

多くの会員の皆様のご参加をお待ちしています。
日　時　11 月 7 日㈮ 14：00 ～
場　所　埼玉建産連研修センター　201会議室

1・2級造園技能検定講習会および試験

講習会
◦製作等作業（作庭）

8月20日㈬ 1日のみ　ものつくり大学（行田市）
試験
◦学科試験及び判断等（要素）

8月24日㈰　県民活動総合センター（伊奈町）
◦製作等作業（作庭）

9月4日㈭～9月6日㈯の3日間
ものつくり大学（行田市）

植栽基盤診断士講習会・認定試験

◦学科講習会　8月２８日㈭：健保会館（豊島区北大塚）
◦学科試験　　�9月２１日㈰：7月中旬発表 

LMJ東京研修センター（文京区本郷）
◦実地試験　　１０月中旬発表１１月上旬：東京都内

街路樹剪定士資格更新研修会

◦期　間　１０月1日㈬～令和8年1月３１日㈯
◦場　所　オンライン講習
◦対象者　�２０２５年度末（２０２６年3月３１日）に有効期限を

迎える方及び有効期限が過ぎてしまった方

街路樹剪定士研修会・認定試験

◦学科　日　時　１１月下旬
　　　　場　所　埼玉建産連研修センター
◦実技　日　時　１２月上旬
　　　　場　所　上尾市　旧さいたま水上公園
※２０２０年度合格の試験→２０２５年度申込まで有効

緑地樹木剪定士研修会・認定試験

街路樹剪定士であることが受講資格と
なる、公園や緑地の樹木を適切に育成管
理ができる技術者の登録認定制度。研修
会・認定試験は年2回（夏期・冬期）に実施される。
冬期の申込は2025年10月1日～11月30日予定。

協会の動き（令和7年1月～7月）
●理事会等の開催
3月 5 日	 令和6年度正副会長会議
3月26日	� 令和6年度第5回理事会 

令和6年度第4回正副会長・支部長会議
4月25日	� 令和7年度第1回理事会 

令和7年度第1回正副会長・支部長会議

●委員会等の開催
1月22日	 令和6年度第2回技術委員会
3月 7 日	 令和6年度第2回事業委員会
3月26日	 令和6年度第1回表彰審査委員会
4月22日	 令和7年度第1回総務委員会
6月25日	 令和7年度第1回技術委員会
7月15日	 令和7年度第1回広報委員会
7月30日	 令和7年度第1回安全衛生委員会

会員の表彰会員の表彰 お喜び申し上げます

埼玉県県土づくり 
優秀建設工事施工者 表彰

11月27日㈬北本県土整備
事務所発注の道路改築工事
において、技術の向上を図る
とともに適正な施工を確保
し、優秀な成績で完成させ
たとして、㈱ベストグリーン

（代表取締役 水野貴詞氏）が
受賞した。
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（一社）日本造園建設業協会 埼玉県支部 通常支部総会

令和7年5月16日㈮、日造協県支部の令和7年度通常支部総会が、ロイヤルパインズ
ホテル浦和18階「彩湖」で開催され、会員25名の出席に加え、委任状を18名が提出した。

渡邉 進支部長に代わって挨拶に立った殿井正仁副支部長は、日ごろ厳しい受注環
境の中、各社の持続的な発展に向けた努力に敬意を表した。また、渡邉支部長が各国
道事務所に赴き精力的に活動していることにふれ、その尽力に敬意を示した。

次に、議長に殿井副支部長を選出し議事に入り、第1号議案「令和6年度決算の承認」
が上程され、竹花裕美子監事より監査報告があった。原案どおり全会一致で承認可決
された。続いて令和6年度事業報告、令和7年度事業計画及び収支予算について報告後、
閉会となった。

総会後の懇談会は、中村国雄副支部長の開会の挨拶で始まった。
来賓として、国土交通省関東地方整備局の秋山義典公園調整官から、

「近年注目されているグリーンインフラやカーボンニュートラル実
現のために、造園建設業の協力が不可欠であるとし、品質確保に向
けた分離分割発注など、業界の健全な発展につながるよう、意見を
取り入れながら施策を進めていきたい」と意向を示された。

また、日本造園建設業協会田丸敬三本部副会長より祝辞をいただ
き、鈴木義人関東甲信総支部長から乾杯のご発声をいただいた後、
参加者間の交流や意見交換が活発に行われ、有意義な時間を過ごし
た。懇談会の終わりには、阪上清之介相談役による手締めが行われ、
盛会裡に終了した。

（一社）日本造園建設業協会 通常総会

（一社）日本造園建設業協会の通常総会が、6月26日㈭、「グランドアーク半蔵門」で開催され、講演会と意見交換
会も行われた。表彰式では、埼玉県支部から造園建設功労賞１名、業績表彰に3名が受賞した。

日本造園建設業協会 埼玉県支部との連携活動日本造園建設業協会 埼玉県支部との連携活動
日造協

埼玉県支部 HP

森川 昌紀 氏
東洋ランテック㈱

大熊 雄二 氏
㈱大熊造園

志村 智恵子 氏
㈱万緑工業

小野寺 勉 氏
㈲宝亀園

造園建設功労賞 業績表彰

国への要望活動

4月28日㈪に、大宮国道事務所・北首都国道事務所へ、
渡邉支部長、中村・殿井副支部長が、「前金払制度の創
設」や「草刈り頻度」、「熱中症対策」などの改善要望
を行った。「グリーンインフラ」についても災害時の減
災を期待し、積極的な施策展開を求めた。

北首都国道事務所
佐藤 潤事務所長（一番左）

大宮国道事務所 
中洲啓太事務所長（中央）

秋山義典公園調整官

中村国雄副支部長 殿井正仁副支部長
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編 集 後 記

酷暑お見舞い申し上げます。猛暑日が続いたり、台風が近づいたりと天候が不安定な日があります
が、みなさまにおかれましては熱中症対策等を講じてお過ごしのことと存じあげます。

令和 7 年 5 月 25 日に 66 年ぶりに「全国植樹祭」が埼玉で開催されました。緑に関わる職種の私
たちにとって、今度は毎年視察を重ねている「全国都市緑化フェア」を再び埼玉で開催できるように
努めてまいります。広報委員会に所属となりましてまだ日が浅いですが業界団体の活動を通じて造園
の魅力を伝えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
� （広報委員　梅澤吉勝　東武環境サービス㈲）

第５1回全国造園デザインコンクール
受賞者へ賞状・トロフィー授与

令和7年2月15日㈯に東京グリーンパレス（千代田区）で表彰式
が行われた。

また4月30日㈬には渡邉支部長と中村副支部長が、埼玉県立熊
谷工業高等学校を訪問し、山本哲也校長ご臨席のもと、実習作品部
門の街区公園部門入選の根岸瑞季さんと商業施設部門入選の三田
桧美喜さんに、賞状及びトロフィーを手渡した。

植栽基盤診断士補研修会・修了試験の開催

6月5日㈭～6日㈮、埼玉建産連研修センター大ホール及び200会
議室を会場に、日造協関東甲信総支部主催で行われ、埼玉県の受講
受験者は4名であった。今年度は、成田大悟氏（大門造園）と須田和
也氏（矢口造園）が講師を務め、土のサンプルで確認しながら知識を
習得する実践的な講義が行われた。国土交通省関東地方整備局の秋
山義典公園調整官をはじめ、公園利活用推進センター煙山亜由美セ
ンター長を含む計5名の職員も研修会を訪れ、視察を行った。

研修会冒頭の秋山公園調整官の挨拶では、「造園業の技術者に光
を当てていきたい」という力強いメッセージが述べられ、造園業界
の技術力向上への期待とサポートが示された。

      浄浄水水場場発発生生土土かからら生生ままれれたた新新ししいい黒黒土土  
  造園工事の客土材に最適な｢｢エエココ団団粒粒黒黒土土｣｣と 

  芝目土に最適な｢｢エエココ黒黒目目土土｣｣の製製造造販販売売  
              埼玉県北足立郡伊奈町小室字志久 4408  

                        TT EE LL：：  00 44 88 -- 77 22 33 -- 11 00 44 33   
                        FF AA XX：：  00 44 88 -- 77 22 22 -- 55 33 33 22   

 ご用命をお待ちしております 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【エコ団粒黒土使用】 
施工例：権現堂公園 芝床土に使用 

2013A019 

エコ団粒黒土 

エエココリリササイイククルルププラランントト  

左：根岸瑞季さん 右：三田桧美喜さん
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